
 
～ 開 催 要 項 ～ 

 

「植物学を学ぶものは一度は芦生演習林を見るべし」といわれ、100 年の歴史、4200ha の面積

を有し、植物はもちろん、多様な生物が生育・生息している京大芦生研究林を訪問します。 

 

日程 2022 年 10 月 22 日（土）9 時 JR 園部駅集合、23 日（日）16 時園部駅解散 

場所 京大芦生研究林、芦生山の家泊（京都府南丹市美山町） 

内容 1 日目：芦生の森ガイドツアー参加、芦生山の家宿泊 

2 日目：石原林長の案内で芦生の森見学、軽作業 

参加費 21,800 円（宿泊費、食費、保険料を含む。園部駅までの交通費は含まない） 

定員 14 名 

 

～ 開 催 記 録 ～ 
 

 

 8 月のなんでも勉強会オン

ラインで勉強した京大芦生研

究林に実際に足を運んで見学

しました。紅葉には一足早く、

ごく一部の木が色づき始めた

ぐらいでしたが、合宿の翌日

から気温が下がる予報となっ

ており紅葉も進むと思われま

す。標高差 300m をバスで登

り、歩いたのは比較的平坦な

コースでしたが、川の渡渉が

何度かあり、スリルを楽しみ

ました。勉強会でもうかがっ

たシカの食害を実際に見て、

その厳しさを実感しました。鹿柵で保護された場所には多様性が回復してきていますが（写真左下）、

雪が多い年は 2m も積もる芦生では冬は破損を避けるために柵を降ろす必要があり、その上げ下ろ

しも大変な作業です。写真右上はクマはぎの被害にあったスギ。こうなってしまうと材としての値

打ちは大幅ダウン。ほかにも、42 種の植物（コケを含む）がその樹上に着生しているという小世

界のような大カツラやトチの木平など、芦生の森を満喫した、久々のリアルイベントでした。 

  

参加人数 12 名 

GEN自然と親しむ会 

芦生の森合宿 



 
 

～ 開 催 要 項 ～ 
 

GEN は名取市のゆりりん愛護会に協力して東日本大震災の津波被害を受けた海岸林の再生活動

をおこなっています。 

2015 年から東北を訪問し、植樹祭に参加しています。 

コロナの感染拡大で今年も現地を訪れることができませんでしたが、今回オンラインでゆりりん

愛護会会長の大橋信彦さんに活動の報告と、地域での取り組みについてお話しいただきます。 

 

日時 2022 年 10 月 13 日（木）19 時～20 時 30 分 

場所 ウェブ会議システム Zoom 

講師 大橋信彦さん（ゆりりん愛護会会長・GEN 会員） 

参加費 無料 

定員 100 名 

 

 

～ 開 催 記 録 ～ 
 

 

 GEN とゆりりん愛護会のご縁は、GEN 顧問だっ

た故小川眞先生が白砂青松再生の会で全国の海岸

林の再生に取り組まれていたことがきっかけです。

東日本大震災で大きな被害を出した東北の海岸林

再生に GEN も協力して、2015 年からはツアーも

実施してきましたが、コロナ禍で 3 年訪問できて

いません。この勉強会では、ゆりりん愛護会の、

海岸林再生だけでなく絶滅危惧種をふくむ海浜植

物の保護やスナガニの調査など多岐にわたる活動

をご紹介いただきました。また、豊かな自然と深

く結びついた昔の生活のお話もうかがいました。 

 再生する自然との共存を目指し、エネルギッシ

ュに活動を続けておられるゆりりん愛護会のよう

すに刺激をうけ、また、来年こそは再訪したいと

思いを新たにしました。 

  

参加人数 12 名 

GENなんでも勉強会オンライン 

ゆりりん愛護会と地域活動 



 
 

～ 開 催 要 項 ～ 
 

北雲雀きずきの森は面積約 28ha、宝塚市と川西市の市境に位置し、変化に富む地形のなかにさ

まざまな生物が棲んでいる森です。この森で見られる秋のキノコをいっしょに観察しませんか。 

樹木医の栗栖敏浩さんに解説していただきますので初めての方もぜひご参加ください。 

 

日時 2022 年 10 月 8 日（土）10 時～14 時ごろ 

場所 北雲雀きずきの森 

集合 10 時に阪急／能勢電「川西能勢口」駅（駅からバスで移動します） 

講師 栗栖敏浩さん（樹木医 （株）松本微生物研究所） 

参加費 700 円（保険料含む。別途バス代（片道 220 円）がかかります） 

定員 15 名 

持ちもの 歩きやすい服装・靴、弁当、飲みもの、敷物、雨具、あればきのこ図鑑 

備考 少雨決行 

コロナ対策の上おこないますが、状況により変更・中止の可能性があります。 

 

 

～ 開 催 記 録 ～ 
 

 

 いつも好評のきのこ観察会。炭焼きと交互に 1 年置きに

おこなうことになっていますが、前回 2020 年は悪天候で

中止だったため、2018 年以来となります。今回の会場北雲

雀きずきの森では初めての開催です。下見の時全然きのこ

がなくて心配しましたが、ちょうど前日に恵みの雨。午前

の部は「もうお昼だけどまだまだ見つかる」盛況でした。

しょっぱなに珍しい「クチベニタケ」（写真右下）が見つか

りました。てっぺんがおちょぼ口のように赤くなっていて、

それを口紅にたとえた名前です。カサが袋のようになって

いて、押すと口のところから胞子が煙のように出てきまし

た。そのほか、名前通りたくさん群がって生えるイヌセン

ボンタケ、「絶対食べないでください」といわれた猛毒のフ

クロツルタケなどいろいろなきのこを見ることができまし

た。 

参加人数 19 名 

GEN自然と親しむ会 
秋のきのこを探しに行こう 

 



 
 

～ 開 催 要 項 ～ 
 
吹田市にある紫金山公園は春にはコバノミツバツツジが美しい花を咲かせ、市民による里山保全

活動がおこなわれています。 
 また、六甲の東お多福山はススキが広がる草原でしたが、現在はネザサに覆われているため、市
民によるかつての多様な生き物が見られる草原を取り戻す活動をおこなっています。 
植物生態学がご専門でこれらの活動に長年関わっておられる武田義明さんにお話をうかがいます。 

 
日時 2022年 9月 29日（木）19時～20時 30分 

場所 ウェブ会議システム Zoom 

講師 武田義明さん（神戸大学名誉教授／紫金山みどりの会会長／東お多福山草原保
全・再生研究会会長） 

参加費 無料 

定員 100名 
 
 

～ 開 催 記 録 ～ 
 

 
 吹田市紫金山公園は、バブル末期に田ん
ぼや池をつぶして都市型の総合公園にする
計画がたてられたものの、その後市民の意
見を取り入れて里山里地景観の保全、生物
多様性の保全、コバノミツバツツジの保全
を目的に市民団体が管理する公園となりま
した。東お多福山草原は、急激に減少する
草原を保全するため、ネザサの刈り取りな
どの作業を市民がコツコツと続けています。
コロナ禍や高齢化などの困難はどこも同じ
ですが、生物多様性の保全などの成果をあ
げているこれらの活動が今後も続いていく

ように広がっていってほしいものだと思いました。 
 

  

参加人数 16名 

GENなんでも勉強会オンライン 
里山の保全活動 -吹田市紫金山公園と東お多福山草原の保全- 



 
 
 
 

～ 開 催 要 項 ～ 
 
宮城県名取市のゆりりん愛護会は東日本大震災で甚大な被害をうけた海岸林を再生しようとマ

ツを植え育てる活動をおこなっています。GEN は 2015 年からゆりりん愛護会に協力し、ツアー
を派遣して植樹するなど、海岸林の再生活動に参加しています。 
今年は 3 年ぶりのツアーを計画しています。植樹は完了しているため、今回の作業は除草など

維持管理のお手伝いになります。まちかど公共研究所主宰の工藤寛之さんの案内で被災地見学もお
こないます。 
 

日程 2022年 9月 3日（土）、4日（日） 

内容 1日目：被災地見学、2日目：植樹現場視察・作業 

参加費 14,900円（宿泊、レンタカー、保険料を含む。昼食、夕食は含まない） 
定員 8名 

申込・問合せ 8月 9日（火）までに GEN事務所まで 
 
 

～ 開 催 記 録 ～ 
 

 

 

  

参加人数 新型コロナ感染症拡大のため中止 

東北海岸林再生活動ツアー 



 
 

～ 開 催 要 項 ～ 
 

京大芦生研究林は近畿地方ではとても貴重なアシウスギとブナを中心とした原生的な森で、多く

の研究がおこなわれているほか、自然愛好家にも親しまれていますが、90 年代後半からシカの食

害による植生の衰退が大きな問題となっています。 

今回、森林生態学を専門として樹木の成長や繁殖、種多様性、物質生産、シカの食害からの生態

系の回復に関し、フィールドワークと広域多地点データ解析を通じて研究を続けておられる石原正

恵さんにお話しいただきます。 

 

日時 2022 年 8月 27日（土）13時～15 時 

場所 ウェブ会議システム Zoom 

講師 石原正恵さん（京都大学フィールド科学教育研究センター准教授） 

参加費 無料 

定員 100 名 

 

 

～ 開 催 記 録 ～ 
 

 

 100 年の歴史をもつ芦生研究林。大学の

研究林という特性を生かして、植物、動物、

水質、土壌などさまざまな研究がなされて

います。シカによる生態系の改変が進むと、

元の生態系を回復できないレジームシフト

（代替安定状態）が起こるという話には危

機感を感じました。また、原生林を守るた

めには地元との連携がかかせず、シカの駆

除や、山の恵みを生かした産品の生産、販

売などさまざまな協力がなされていること

も勉強になりました。環境保全活動に取り

組む中でシカに悩んでおられる参加者の方

も多く、芦生研究林の実践は参考にしていただけたことと思います。 

  

参加人数 20 名 

GENなんでも勉強会オンライン 

京大芦生研究林におけるニホンジカによる生態系改変と 
保全・回復への試み 



 
 
 

 
 

～ 開 催 要 項 ～ 
 

GEN の活動の大きな特徴として、専門家の参加があります。これまで現地に専門家を派遣して
技術指導や人材育成をおこなってきました。 
元日本森林学会会長の桜井尚武先生もそのひとりで、大同に何度も足を運び、GEN の活動を支

えていただきました。 
今回、GENの活動の意義、とりわけ生物多様性、森林再生などについて語っていただきます。 

 

日時 2022年 7月 6日（水）19時～20時 35分 

場所 ウェブ会議システム Zoom 

講師 桜井尚武さん（元日本森林学会会長・元森林総研理事・GEN顧問） 
参加費 無料 

定員 100名 
 
 

～ 開 催 記 録 ～ 
 

 
 GEN 顧問の桜井先生のお話は、ちょっと
GEN の活動を持ち上げすぎ（？）のところも
ありましたが、カササギの森でのマツの枯死
の例も取り上げられ、うまくいったことばか
りではないこともわかりました。南天門自然
植物園（霊丘自然植物園）は、やはり森林の
専門家にも魅力的な場所のようで、GEN 独自
の取り組みが評価されました。 
 森林再生は、土壌や土壌生物の再生でもあ
り、また苗づくりや苗の保護などの技術、地
域の社会条件、自然条件を理解した上での緑
化の重要性、など、さまざまな角度からのア
プローチが必要で、GEN の大同での試行錯誤
はまさにその具体化であったと再認識しまし
た。 

  

参加人数 20名 

GENなんでも勉強会オンライン 
GENの活動と山の応答 -中国 黄土高原を見て- 



 
 
 
 
 

～ 開 催 要 項 ～ 
 
気候変動、生態系の破壊、自然災害…、これらについて考える際、自然現象への理解が重要なこ

とはいうまでもありません。しかしそれ以上に、市井の人々の知恵や営みといった人間圏の多様性
の価値が、いま見直されています。なぜなら、住民生活への浅い理解に基づく不適切な開発政策、
技術移転、環境保護が引き起こす諸課題に、世界は直面してきたからです。 

 21 世紀に入り、文化の多様性や、生態系と文化の育み合いが注目されるようになりました。
以上を踏まえた「地域多様性」の概念は、大地と生物の多様性に人間圏の多様性を組み合わせたも
ので、地球環境に関わる複雑な課題を総合的に捉えることに役立ちます。では、黄土高原とアジア
の魅力、草の根活動の価値は、どう評価できるでしょうか？ 
緑の地球ネットワーク（GEN）が活動を始めた 1992年生まれの若手地理学者が、地域多様性と

SDGsの視点から、皆さまと GENのこれまでの 30年を振り返りつつ、これからの環境共生と GEN
の次の 30年を考えます。 
 

日時 2022年 6月 11日（土）13時 30分～15時 

場所 大阪産業創造館 5階研修室 A・B／ウェブ会議システム Zoom併用 

講師 原裕太さん（東北大学災害科学国際研究所助教・GEN世話人） 
参加費 無料 

定員 会場 40名／オンライン 100名 
 
 

～ 開 催 記 録 ～ 
 

 
 SDGs の主に環境面の課題を中心に、地球環境の危機的な現状と未来予想図が提示されました。

課題に取り組むさまざまな動き、私たちにできる
ことの提示にくわえ、地域に伝わる伝統知の活用
などが提案されました。 
講演後の QAでは、「地球環境問題において人間

は加害者でもあり被害者でもある、そこにジレン
マを感じる」「人間はいずれは絶滅するのだが、い
い絶滅の仕方と悪い絶滅の仕方がある。いい絶滅
を目指したい」といった刺激的な意見をいただき
ました。 

 

参加人数 41名 

GEN第 28回総会記念講演 
地域の多様性から考える SDGs・ポスト SDGs時代の環境共生 



 
 
 
 
 
 

～ 開 催 要 項 ～ 
 
国の天然記念物に指定されている和泉葛城山のブナ林は希少な太平洋側のブナ林ですが、どんな

特徴があるか知っていますか。和泉葛城山のブナ林の保護増殖に 30年以上関わっておられる前中
久行さんに、その歴史、生態、保護増殖についてお話しいただきます。 
 

日時 2022年 5月 31日（火）19時～20時 30分ごろ 

場所 ウェブ会議システム Zoom 

講師 前中久行さん（和泉葛城山ブナ林保護増殖検討委員会委員・GEN代表） 
参加費 無料 

定員 定員 100名 
 
 

～ 開 催 記 録 ～ 
 

 
和泉葛城山のブナ林は、太平洋側の、しか

も標高が比較的低い位置に分布し、ブナ分布
の南限圏に近い場所で純林が存在すること
に大きな価値があるとして、1923 年に国の
天然記念物に指定されました。その後開発や
気候変動などさまざまな要因が重なりブナ
林存続が危惧されるようになり、前中先生も
保護増殖の活動に 30 年以上かかわっておら
れます。 

今回は毎木調査や、バッファゾーンをブ
ナ林へ転換する取り組みなど、写真を交えて
ご紹介いただきました。長い期間をかけて見

守っていくことの大切さを教えていただきました。 

  

参加人数 35名 

GENなんでも勉強会オンライン 
和泉葛城山のブナ林を知っていますか？ 

-希少な太平洋型ブナ林の生態と保護増殖- 



 
 
 
 
 

～ 開 催 要 項 ～ 
 

23 年前に仙台に移住し、日々東北の風景写真を撮りためていた工藤寛之さん。震災後も風景写
真の撮影を続けています。 

GEN の東北海岸林再生ツアーでは被災地見学の案内役として被災前の写真とともに風景の変遷
を紹介していただき、好評でした。 
コロナ禍でツアーを派遣することがかないませんが、震災から 11年の月日が流れた仙台とオン

ラインでつなぎ、被災前後の定点観測写真とともに東北の今をお伝えいただきます。 
 

日時 2022年 4月 6日（水）19時～21時ごろ 

場所 ウェブ会議システム Zoom 

講師 工藤寛之さん（「まちかど公共研究所」主宰） 
参加費 無料 

定員 定員 100名 
 
 

～ 開 催 記 録 ～ 
 

 
仙台とオンラインでつなぎ、工藤寛之さん（まちかど公共研究所主宰）に震災から 11年経った

東北のお話をお伺いしました。 
2010 年の被災当時のようすや、平たん

ではない道のりを少しずつ時間をかけて進
んだ復興のようすや海岸が変化していった
ようすなど、工藤さんご自身が撮影した写
真を見せていただきながらご紹介いただき
ました。 
被災前と後の景色を同じ場所から撮影し

た写真を2枚並べて比較することで、かつて
あった風景が震災を経てどう変遷していっ
たかを理解することができました。 

  

参加人数 16名 

GENなんでも勉強会オンライン 
復興の眺めと痛み～東日本大震災から 11年 




